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総合政策課問

土日祝日・年末年始は休み

　現在、「のり愛くん」は多くの皆さまにご利用いただいているため、時間帯によっては予約が取りにくい状
況となっており、ご不便をおかけしています。
　このたび、「のり愛くん」の予約が集中する市街地内の新しい移動手段として、スクールバスの空き時間を
活用した「市街地循環バス」の実証実験を実施します。循環バスの運行により、「のり愛くん」の予約に余裕
を生み出し、皆さまが利用しやすくなることを目指すとともに、高齢者の方や車を運転しない方などの移動
をサポートします。
　この取り組みは、今後の地域交通の在り方を皆さまとともに考えるための大変重要な第一歩となりますので、
通院やお買い物、お出かけの際に、ぜひこの新しい循環バスをご利用ください。

病院に行った後、循環バスでスーパーに行き、
そこから「のり愛くん」で帰るなど、
1日に複数の用事を済ませることができます。

実証実験中の利用状況や皆さまのお声を参考に、本格運行を目指します

・手荷物は通路に置かず、
隣の座席にはみ出ないよう

　自席内で管理してください
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美濃市職員を募集します！
令和9年4月1日採用

働 き ま せ ん か ？私 た ち と 一 緒 に

1 校名決定までの経緯
校名決定の方法やスケジュールなどは、各小学校区からの市民代表各2名、合計10

名で構成する「開校準備委員会」で検討し、それに基づいて、令和8年1月30日から同年
3月2日にかけて、新しい中学校の校名を広く募集しました。特に美濃市の子どもたちには、
教育委員会職員が学校に出向いて説明したことで、多くの児童生徒が応募してくれました。
応募件数は352件に上り、重なる校名もあることから、応募された校名は147種類となりました。
これを市内の教職員代表で構成する「開校準備学校部会」にて審議し、8つの校名に絞り込みました。その後、
その8つの校名候補の中から、自分が良いと思う校名を2つまで、市内の小中学生全員にアンケート調査し
ました。その調査資料を基に、各校から選出された35名の児童生徒で構成する「子ども会議」の委員と、開
校準備委員との合同会議で検討をしました。そこでの意見を踏まえ、最終的に教育長が決定しました。

上記のような経緯および根拠から、最終的に新しい中学校の校名を「美濃中学校」とします。結果として、
これまでと同じ名前になりましたので、「新しい中学校という、新鮮な気持ちになりにくい。」「結局、昭和中
だけが閉校するように感じる。」という思いを持たれることもあるかと思います。しかし、子どもたちのアン
ケートにも記載されていた、「ふるさとは美濃市！」「美濃市を誇りに！」「みんなが美濃市の未来の創り手！」
「美濃市は一つ！」というポジティブな思いを大切にしたいと考えました。校名はこれまでと同じでも、今後、
校歌や校章、校旗などは新しくする予定です。カリキュラムも工夫し、未来に向けて新たな教育活動も生み
出していきます。何より、どんな学校にするのか子ども会議でも議論し、子どもたちが新しい学校を創る一
員となる学校を目指します。こうした営みを通して、「新しい学校を自分たちで創る」という新鮮な思いを持
てるようにします。市民の皆さまからの応援を、ぜひお願いします。

未来に向けて、美濃市の一員として新たな学校、地域、市を自分たちの手で創っていこうという
思いを大切にする。

・美濃市の学校であることが誰でもすぐにわかり、ふるさとの学校であることが感じられる。
・美濃市のアイデンティティをずっと残すことができる。
・「美濃」という市の名前に誇りがもてる。

（１）ふるさとの尊重

・すべての美濃の子が集まる学校で、美濃市という自治体の一体感を感じる。
・子どもたちが美濃市の一員としての自覚を持ち、住む地域にこだわらず、みんなで新たな学校、
新たな市を創っていきたいという願いにつながる。

（２）将来への希望や成長のイメージ

・生徒はすべて美濃市に住所がある。誰もが、「美濃」という言葉に馴染みがある。
・美濃市にしかない名前で、覚えやすい。

（３）親しみやすさと分かりやすさ

2 校名選定の根拠

3 新しい中学校の校名について

新しい中学校の
名前は、

です『美濃中学校』

問教育委員会 新しい学校づくり推進室（☎35-2711）
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美濃市職員を募集します！
令和9年4月1日採用

働 き ま せ ん か ？私 た ち と 一 緒 に

公務に対する強い関心と、市民全体の奉仕者として働く
熱意のある方の応募をお待ちしています！

問秘書課

●試 験 内 容 ○第１次試験（筆記試験、事務適性検査、性格特性検査、作文を予定）
○第２次試験（面接）
○第３次試験（面接）
試験日程は応募者にご連絡します。
詳細は市ホームページをご覧ください

●申し込みの受付期間　令和9年1月1日採用： 8月1日（土）～8月21日（金）
　　　　　　　　　　令和9年4月1日採用： 11月予定

●募集職種、人員および受験資格
職　種 試験区分 人　員 受験資格

事 務 職

大卒程度 若干名

昭和61年４月２日～平成16年４月１日までに生まれた方で、普通自
動車運転免許を有し、原則令和８年度中に勤務可能な方を募集しま
す。（令和9年４月１日採用予定を除く）
※令和9年４月1日採用については今年度卒業見込みの方を含む
※�社会福祉士、技術（土木、建築）、保健師、学芸員については、他

にそれぞれの資格等の要件あり

社 会 福 祉 士
技術職（土木）
技術職（建築）
保 健 師
学 芸 員

●試験日
と　き 内　容 ところ

9月20日（日） 第１次試験（�筆記試験、事務適性検査、
性格特性検査、作文を予定）

防災・中央コミュニティセンター10月中旬～下旬予定 第２次試験（面接）
11月上旬～中旬予定 第３次試験（面接）

上記のほか、通年採用も行っています！！

職員採用
ページは
こちらから︎

　（�令和8年度中に勤務開始が可能な方を対象とし、
予定採用数に達した時点で終了します）

●申し込みの受付期間
　8月1日（土）～21日（金） 申込 �右の2次元コードまたは下のURLより申し込みください。

https://logoform.jp/form/Qhtk/1654109
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●募集職種、人員および受験資格
職　種 試験区分 人　員 受験資格
事務職 大卒程度 5 名程度 昭和62年4月2日～平成17年4月1日までに生まれた方

技術職（土木）
大卒程度 2 名程度 昭和62年4月2日～平成17年4月1日までに生まれた方
高卒程度 2 名程度 平成17年4月2日～平成21年4月1日までに生まれた方

技術職（建築）
大卒程度 1 名程度 昭和62年4月2日～平成17年4月1日までに生まれた方で一級建築士、二級建築士

もしくは一級施工管理技士の資格を有する方または令和8年度中に取得見込みの方
高卒程度 1 名程度 平成17年4月2日～平成21年4月1日までに生まれた方

保健師 大卒程度 1 名程度 昭和62年4月2日〜平成17年4月1日までに生まれた方で、保健師免許を有
する方または令和8年度中に実施される国家試験で免許を取得見込みの方



歳 出
112億
8,303万円

歳 入
118億

7,506万円
　市民の皆さまに納めていただいた税金
がどのように使われているかを知ってい
ただくため、市では8月と翌年2月に財政
事情を公表しています。
　今回は、令和７年度会計決算（見込み）
や令和７年度に実施した主な
事業などについてお知らせし
ます。（財政状況の詳しい内
容は右の2次元コードからホ
ームページをご覧ください）

令和７年度の主な事業

災害時に備える地域防災づくり
・中学校体育館空調設備整備事業
（避難所としての機能向上を目的と
した整備）／9,089万円
・防災情報システム導入経費
（「美濃市防災システム」開発）（防災
事務経費、委託料)／7,774万円

▲防災情報システム導入経費

　令和７年度の一般会計の決算見込み額は、歳入総額が　 118億7,506万円 (対前年度比4.8％増)、歳出総額が
112億8,303万円 (対前年度比3.3％増)となります。

令和７年度の一般　会計決算見込み 美濃市の会計決算
見込み（令和７年度）と
主な実施事業を
公表します。
財政事情の公表

労働費（0.0%）
510万円
災害復旧費（0.0%）
169万円
議会費 （0.9%）
1億384万円

農林水産業費（3.5%）
4億34万円
消防費（4.6%）
5億2,273万円

商工費（2.9%）
3億2,199万円

公債費（5.5%）
6億1,461万円
衛生費（8.7%）
9億7,597万円

総務費（15.7%）
17億7,396万円
土木費（16.9%）
19億89万円

教育費（10.3%）
11億6,267万円

民生費（31.0%）
34億9,924万円

市債（4.3%）
5億1,510万円

地方消費税交付金（4.8%）
5億7,390万円

繰越金（3.4%）
4億902万円

寄附金（3.3%）
3億9,367万円

県支出金（6.7%）
7億9,046万円

繰入金（0.7%）
7,851万円

国庫支出金（15.2%）
18億353万円

地方交付税
（29.1%）

34億5,541万円

市税（25.9%）
30億7,062万円

その他（6.6%）
7億8,484万円

▲高校生による「未来創造課」活動経費

・人間ドック助成事業
（国民健康保険特別会計）／288万円
・一般介護予防事業
（介護保険特別会計）
（高齢者フレイル予防等）／1,233万円

健診・予防による健康づくり

・笠神・丸山線道路改良工事
（企業誘致への取り組み）（社会資本
道路整備事業、工事請負費）　　　
／１億601万円
・産地づくり体制構築等支援補助
（畑地化促進、農業振興）／765万円

地域経済力を高める基盤づくり

・奨学就労支援金／330万円
（進学者への給付型奨学金・市内在
住の就職者への奨学金返済支援）
・高校生による「未来創造課」活動経費
／86万円
（花火大会有料観覧席、防災啓発イ
ベント、観光PR）

子育て支援充実による
未来の人づくり

令和７年度の特別会計決算見込み

注）�令和7年度の「一般会計決算見込み」「特別会計決算見込み」「市の
保有する財産」の金額は、1万円未満を四捨五入して表示してい
ます。また、構成比は小数点以下第2位を四捨五入して表示してい
ますので、内訳の合計と総合計額が一致しない場合があります。

特別会計 歳　入 歳　出
国民健康保険 22億5,207万円 22億1,248万円
介護保険 21億2,218万円 20億3,363万円
後期高齢者医療 6億9,581万円 6億9,040万円

物価高騰対策の主な支援事業(令和7年度)
●３歳未満児の保育支援(1,260万円)
●保育園・こども園および高齢者施設への支援（695万円）
●学校給食の食材高騰分への対策（1,798万円）
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●�歳入「その他」は、
地方譲与税、地方
特例交付金などの
各種交付金、分担
金及び負担金、使
用料及び手数料、
財産収入、諸収入
の合計額です。

令和７年度の市の保有する財産【一般会計分】

※�基金については出納整理期間中（令和8年4月1日～令和8年5月
31日）の増減も含みます。

種　別 令和６年度 令和７年度
土　　地 1,639,231㎡ 1,639,231㎡
建　　物 125,767㎡ 123,278㎡
車　　両 114台 98台
有価証券 577万円 577万円
基　　金 46億3,576万円 48億4,053万円

電源立地地域対策交付金
　岐阜県から総額440万円の電源立地地域対策交付金(令和7年度)
を受けて次の事業に活用しました。 

●美濃市清掃センター運営事業(440万円)
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